
シーケンスルールと時間要件

この付録に記載されている情報は、順序付けと時間の要件に関する情報が必要な場合にのみ使

用してください。

•アップグレードの手順および時間要件（1ページ）
•アップグレードの時間の要件（6ページ）

アップグレードの手順および時間要件
アップグレード手順を実行する順序は、展開によって異なります。また、アップグレードを完

了するために必要な時間とユーザの影響レベルをどのようにバランスするかによって異なりま

す。アップグレードプロセスを実行する準備が整う前に、従うべき順序を特定する必要があり

ます。

この項の情報は、Unified CMOS管理インターフェイスまたは PCDアップグレードタスクのい
ずれかを使用して直接アップグレードを実行している場合にのみ適用されます。PCDの移行で
は、この手順は必要ありません。

バージョンの切り替えの理解

ノードをアップグレードすると、新しいソフトウェアが非アクティブなバージョンとしてイン

ストールされます。新しいソフトウェアをアクティブにするには、新しいソフトウェアバー

ジョンにノードを切り替える必要があります。新しいソフトウェアバージョンに切り替えるに

は、次の 2つの方法があります。

•自動切り替え：アップグレードプロセスの一部として自動的にバージョンを切り替えま
す。

•手動切り替え（Manual switching）：アップグレードプロセスが完了した後、OSの管理イ
ンターフェイスを使用してバージョンを物理的に切り替えます。

どちらの方法を選択するかは、実行するアップグレードのタイプに応じて異なります。アップ

グレードプロセス中、再起動してアップグレード済みパーティションにソフトウェアバージョ

ンを自動的に切り替えるか、後で手動でバージョンを切り替えるかについて、ウィザードから
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選択を求められます。次の表は、アップグレードの各タイプに使用する切り替え方式を示して

います。

Result要求に応じて

選択. .
切り替えタイ

プ

アップグレー

ドタイプ

このオプションを選択した場合、システムが

リブートして新しいソフトウェアバージョン

になります。

GUI：アップ
グレードされ

たパーティ

ションにリ

ブート

（Reboot to
Upgraded
Partition）

CLI：アップ
グレード後に

新バージョン

に切り替える

（Switch to
new version
after upgrade）

自動

（Automatic）
標準アップグ

レード

このオプションを選択した場合、アップグレー

ドが完了すると、古いソフトウェアバージョ

ンが引き続き実行されます。後で新しいソフ

トウェアに手動で切替えることができます。

GUI：アップ
グレード後に

リブートしな

い（Do not
reboot after
upgrade）

CLI：アップ
グレード後に

新バージョン

に切り替えな

い（Do not
switch to new
version after
upgrade）

手動
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Result要求に応じて

選択. .
切り替えタイ

プ

アップグレー

ドタイプ

アップグレード後に、ソフトウェアバージョ

ンを使用する場合、このオプションを選択し

ます。

GUI：アップ
グレードされ

たパーティ

ションにリ

ブート

（Reboot to
Upgraded
Partition）

CLI：アップ
グレード後に

新バージョン

に切り替える

（Switch to
new version
after upgrade）

自動

（Automatic）
更新アップグ

レード

このオプションは、段階的に更新アップグレー

ドを実行する場合にのみ使用します。このオ

プションを選択した場合、アップグレードが

完了すると、システムがリブートして古いソ

フトウェアバージョンが実行されます。後で

新しいソフトウェアに手動で切り替えること

ができます。

GUI：アップ
グレード後に

リブートしな

い（Do not
reboot after
upgrade）

CLI：アップ
グレード後に

新バージョン

に切り替えな

い（Do not
switch to new
version after
upgrade）

手動

アクティブパーティションにあるアップグレードバージョンにスイッチのバージョンと設定

情報は自動的に移行されます。

何らかの理由でアップグレードから元の状態に戻す場合、ソフトウェアの以前のバージョンが

ある非アクティブパーティションからシステムを再起動できます。ただし、ソフトウェアの

アップグレード後に行った設定の変更はすべて失われます。

UnifiedCommunicationsManagerのインストール後の短期間、または別の製品バージョンにアッ
プグレードして切り替えた後の短期間、電話機ユーザによる変更がすべて失われることがあり

ます。電話機ユーザが行う設定には、コール転送の設定やメッセージ待機インジケータライト

の設定などがあります。この現象は、UnifiedCommunicationsManagerによるデータベースの同
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期がインストール後またはアップグレード後に行われるため発生します。つまり、電話機ユー

ザによる設定変更が上書きされる可能性があります。

推奨手順（更新アップグレード）

次の表に、更新アップグレードを実行するための推奨される手順を示します。この方法を使用

すると、アップグレードにかかる時間と影響を最小限にすることができます。

表 1 :更新アップグレードを実行するための推奨手順

IM and Presence ServiceノードUnified Communications Managerノード[シーケンス
（Sequence）]

—パブリッシャノードを新しいソフトウェ

アバージョンにアップグレードします。

新しいソフトウェアは非アクティブです。

1

Unified Communications Managerサ
ブスクライバノードと並行して IM
and Presenceデータベースパブリッ
シャノードをアップグレードしま

す。

セカンダリサブコントローラノードを並行

してアップグレードします。新しいソフト

ウェアが非アクティブになります。

2

サブスクライバノードをアップグ

レードします。新しいソフトウェア

が非アクティブになります。

プライマリサブスクライバノードのアッ

プグレード

3

—パブリッシャノードのソフトウェアバー

ジョンを切り替えて再起動します。新しい

ソフトウェアがアクティブになります。

4

データベースパブリッシャノード

のソフトウェアバージョンを切り

替えて再起動します。新しいソフト

ウェアがアクティブになります。

セカンダリサブスクライバノードのソフト

ウェアバージョンを並行して切り替え、再

起動します。

5

サブスクライバノードのソフトウェ

アバージョンを並行して切り替え

て再起動します。新しいソフトウェ

アがアクティブになります。

プライマリサブスクライバノードのソフ

トウェアバージョンを並行して切り替え

て再起動します。

6

データベースレプリケーションが

完了し、パブリッシャノードとす

べてのサブスクライバノードとの

間で機能していることを確認してく

ださい。

続行する前に、データベースレプリケー

ションが完了し、パブリッシャノードとす

べてのサブスクライバノードの間で機能し

ていることを確認します。

7
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シーケンスルール

Unified CMOS管理インターフェイスまたは PCDアップグレードタスクのいずれかを使用して
アップグレードを実行する予定の場合は、計画が次の順序付けルールを考慮する必要がありま

す。

• Unified CommunicationsManagerパブリッシャノードは、アップグレードする最初のノード
である必要があります。新しいソフトウェアは非アクティブバージョンとしてインストー

ルされています。

•パブリッシャノードが新しいUnified CommunicationsManagerソフトウェアの非アクティブ
なバージョンでアップグレードされるとすぐに、サブスクライバノードのアップグレード

を開始できます。

•サブスクライバノードのバージョンUnified CommunicationsManagerを切り替える前に、パ
ブリッシャノードを新しいソフトウェアバージョンに切り替えて再起動する必要がありま

す。新しいソフトウェアバージョンに切り替えて再起動するには、パブリッシャノードが

最初のノードである必要があります。

•サブスクライバノードのグループをアップグレードする場合、ソフトウェアバージョンを
切り替えて再起動した後、すべてのサブスクライバノードでデータベースレプリケーショ

ンが完了するまで待機してから、COPファイルのインストールまたは設定の変更を続行す
る必要があります。

• Unified CommunicationsManagerノードをメンテナンスリリース（MR）またはエンジニア
リングスペシャル（ES）リリースにアップグレードし、IM and Presence Serviceノードを
アップグレードしない場合は、UnifiedCommunicationsManagerのアップグレードが完了し
た後に、すべての IM and Presenceノードをリブートする必要があります。

•ノードに加えてIM and Presence ServiceノードをUnified Communications Managerアップグ
レードする場合は、次のようにします。

• IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノードは、アップグレードする最初
IM and Presence Serviceのノードである必要があります。新しいソフトウェアは非アク
ティブバージョンとしてインストールされています。

•パブリッシャノードが新しいIM and Presence Serviceソフトウェアの非アクティブな
バージョンでアップグレードされるとすぐに、サブスクライバノードのアップグレー

ドを開始できます。

•データベースパブリッシャノードをアップグレードする前Unified Communications
Managerに、すべてのノードが非アクティブバージョンにアップグレードされるまで
待つことができます。または、同時にアップグレードすることを選択することもでき

ます。 IM and Presence Service並行してアップグレードする場合は、 IM and Presence
ServiceUnified CommunicationsManagerサブスクライバノードをアップグレードするの
と同時にデータベースパブリッシャノードのアップグレードを開始します。

•ノードのバージョンを切り替える前に、新しいソフトウェアバージョンUnified
Communications Managerに切り替え、パブリッシャノードから開始してすべてのノー
ドをリブートする必要があります。 IM and Presence Service
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•サブスクライバノードのソフトウェアIM and Presence Serviceバージョンを切り替える
前に、データベースパブリッシャノードを新しいソフトウェアバージョンに切り替え

て再起動する必要があります。 IM and Presence Service

•サブスクライバノードのIM and Presence Serviceグループをアップグレードする場合
は、ソフトウェアバージョンを切り替えて再起動した後に、すべてのサブスクライバ

ノードでデータベースレプリケーションが完了するまで待機してから続行する必要が

あります。

•ノードをメンテナンスリリースIM and Presence Service (MR)またはエンジニアリングスペ
シャル (ES)リリースにアップグレードしていて、ノードをアップグレードUnified
CommunicationsManagerしていない場合は、次の追加のシーケンスルールが適用されます。

• Unified CM OS管理インターフェイスを使用してアップグレードするにはUnified
Communications Manager、パブリッシャノードをアップグレードしIM and Presence
Serviceてから、メンテナンスリリース (MR)またはエンジニアリングスペシャル (ES)
リリースにノードをアップグレードする必要があります。

•プライムコラボレーション導入の移行タスクを使用している場合は、 Unified
Communications ManagerIM and Presence Serviceノードに加えてパブリッシャノードを
選択する必要があります。

•プライムコラボレーション導入のアップグレードタスクを使用している場合は、新し
いバージョンの最初Unified Communications Managerの3桁が、現在インストールされ
ているバージョンのIM and Presence Service最初の3桁と一致する限り、パブリッシャ
ノードUnified Communications Managerを選択する必要はありません。

アップグレードの時間の要件
ソフトウェアのアップグレードに必要な時間は一定ではなく、いくつかの要因によって異なり

ます。次の項の情報を使用して、アップグレードプロセスを最適化するために実行できる手順

を理解してください。次の項では、アップグレードの時間要件を見積もるのに役立つ情報と例

についても説明します。

アップグレードの時間要件に影響する要因

次の表に、アップグレードに必要な時間に影響を与える要因を示します。システムがこれらの

条件を満たしていることを確認することで、アップグレードに必要な時間を短縮できます。
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表 2 :時間要件に影響する要因

説明項目

NTPサーバ、DNSサーバ、LDAPディレクトリ、その他のネッ
トワークサービスなどの外部サービスとツールが、ドロップされ

たパケットなしで可能な限り短時間で応答すると、時間の要件が

軽減されます。

同じ NTPサーバを指すように ESXiサーバとUnified
CommunicationsManagerパブリッシャノードを設定することを推
奨します。

VMとの時間同期の問題によるアップグレードの失
敗を回避するには、次のリンクに記載されている回

避策を使用して、VMの NTP同期を ESXiホストと
の間で無効にします。http://kb.vmware.com/selfservice/
microsites/search.do?language=en_
US&cmd=displayKC&externalId=1189

（注）

外部サービスとツール

ISOイメージが DVD上にあることを確認するか、 Unified
Communications ManagerおよびIM and Presence Service仮想マシン
(VM)と同じ LAN上ですでにダウンロードおよびステージング
されていることを確認して、時間を節約します。

アップグレードイメージの

アクセシビリティ

仮想マシンの設定は、アップグレードの時間要件に影響します。

導入サイズに適した仮想マシンの仕様を使用します。データベー

スが仮想マシンの設定制限を超えると、アップグレードプロセス

の完了に時間がかかります。たとえば、VM設定のデバイス数が
多すぎると、アップグレードに影響します。

システムヘルス

メモリ不足またはメモリリークは、アップグレードに影響しま

す。

ノード間のラウンドトリップ時間 (RTT)によって、必要な時間
が延長されます。

データベースに OutOfSynch (OOS)テーブルがないことを確認し
ます。

Unified CommunicationsManagerノードに SDリンクのアウトオブ
サービスイベントがないことを確認します。これらのイベント

は通常、ネットワークの問題を示しています。これは、アップ

グレードプロセスを開始する前に対処する必要があります。

システムエラーは、アップグレードの時間に影響を与える可能

性があります。Real Time Monitoring Tool (RTMT)インターフェ
イスで、左側のナビゲーションウィンドウで [Alert Central]をダ
ブルクリックし、エラーがないことを確認します。
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説明項目

インフラストラクチャが高容量および低遅延に設定されている場

合、および他のトラフィックからの競合が少ない場合は、アップ

グレード時間が短縮されます。たとえば、次のことを確認するこ

とによって、アップグレードプロセスを最適化できます。

•同じESXiホスト、同一のダイレクトアタッチドストレージ
(DAS)ボリューム、同じ論理ユニット番号 (LUN)、または同
じ輻輳ネットワークリンクを共有するVmからのインフラス
トラクチャのボトルネックはありません。

•ストレージの遅延は、で.. www.cisco.com go
virtualized-collaboration指定された要件を満たしています。

•物理CPUコアと仮想化設計は、およびUnifiedCommunications
ManagerIM and Presence Serviceの仮想化要件に準拠していま
す。Vmでホストリソースを共有することによって、Cpuを
オーバーサブスクライブしないでください。論理コアまたは

リソース予約の使用

• Unified CommunicationsManagerおよびIM and Presence Service
仮想マシンは、同じホスト上にあるか、または他のトラ

フィックからの競合が少ない1gbeLANを持つホスト上にあ
ります。

•クラスタがWANを経由している場合は、シスココラボレー
ションシステムソリューションリファレンスネットワークデ

ザイン (srnd)に記載されているすべての帯域幅および
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-system/
products-implementation-design-guides-list.html遅延ルールに
従っていることを確認してください。

物理および仮想ハードウェ

アインフラストラクチャ

次のような不要なファイルを消去することによって、アップグ

レードの時間を短縮します。

•呼詳細レコード（CDR）記録

•古いファイル (TFTPファイル、ファームウェア、ログファ
イルなど)

システム性能
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説明項目

ノードIMandPresence Serviceでは、アップグレード中にシステム
の安定性を維持するために、システムはアップグレードプロセス

をスロットルします。スロットリングを行うと、アップグレード

を完了するために必要な時間が長くなる場合があります。スロッ

トリングを無効にして、アップグレードの実行にかかる時間を短

縮することはできますが、システムのパフォーマンスが低下する

ことがあります。

スロットリング

最小時間要件の見積もり

次の表に、理想的な条件下で、アップグレードプロセスの各タスクに予想される経過時間の最

小値を示します。アップグレードには、ネットワークの状況および従うアップグレードの順序

に応じて、この表に記載されている時間よりも長くかかる場合があります。

アップグレードプロセスを開始すると、アップグレードが完了し、アップグレード後のすべて

のタスクが実行されるまで、設定を変更することはできません。設定の変更内容は次のとおり

です。

• Unified Communications ManagerまたはIM and Presence Serviceグラフィカルユーザインター
フェイス (GUI)、コマンドラインインターフェイス (CLI)、または AXL APIを使用して行
われた変更

• LDAP同期 (Oracle LDAPUnified CommunicationsManagerからプッシュされる差分同期を含
む)

•自動化されたジョブ

•デバイスの自動登録を試行しています

（注）

表 3 :アップグレードタスクに必要な最小時間

サービスへの影響最小時間タスク

更新アップグレード:
UIにアクセスできない

2 ~ 4時間

更新アップグレードの

場合は1時間追加

パブリッシャノードUnified Communications
Managerを非アクティブなバージョンにアップ
グレードします。

更新アップグレード:
バックアップサブスク

ライバが設定されてい

ない場合、電話機は使

用できません

1 ~ 2時間サブスクライバノードUnified Communications
Managerを非アクティブなバージョンにアップ
グレードします。
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サービスへの影響最小時間タスク

—30分パブリッシャノードUnified Communications
Managerを新しいソフトウェアバージョンに切
り替えて再起動します。

標準アップグレード:
バックアップサブスク

ライバが設定されてい

ない場合、電話機は使

用できません。

30分サブスクライバノードUnified Communications
Managerを新しいソフトウェアバージョンに切
り替えて再起動します。

電話機はダイヤルトー

ンで使用できますが、

アップグレードが完了

するまでエンドユーザ

機能は使用できませ

ん。

小規模クラスタまたは

小規模データベースを

使用した導入の場合は

30分

メガクラスタまたは大

規模データベースの場

合は2時間

WANの遅
延が80ミ
リ秒以上

になる

と、これ

らの時間

が大幅に

長くなる

可能性が

ありま

す。

（注）

Unified Communications Managerデータベース
レプリケーション

L2のアップグレード時
に、電話サービスも

IM and Presenceも影響
を受けません。

更新アップグレードの

場合にのみ、IM and
Presenceが影響を受け
ます。

2 ~ 4時間

更新アップグレードの

場合は1時間追加

データベースパブリッシャIM and Presence
Serviceノードを非アクティブバージョンにアッ
プグレードします。

シーケンスルールと時間要件
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シーケンスルールと時間要件

最小時間要件の見積もり



サービスへの影響最小時間タスク

スイッチのバージョン

では、L2または更新
アップグレード電話

サービスに関係なく、

IM and Presenceが影響
を受けても動作を継続

する必要があります。

1 ~ 2時間サブスクライバノードIM and Presence Service
を非アクティブなバージョンにアップグレー

ドします。

IM and Presenceのハイ
アベイラビリティが無

効になっています

Jabberは使用できませ
ん。

30分パブリッシャノードIM and Presence Serviceを
新しいソフトウェアバージョンに切り替えて

再起動します。

IM and Presenceのハイ
アベイラビリティが無

効になっています

Jabberは使用できませ
ん。

30分サブスクライバノードIM and Presence Service
を新しいソフトウェアバージョンに切り替え

て再起動します。

IM and Presenceのハイ
アベイラビリティが無

効になっています

Jabberは使用できませ
ん。

小規模クラスタまたは

小規模データベースを

使用した導入の場合は

30分

メガクラスタまたは大

規模データベースの場

合は2時間

WAN遅延
は、これ

らの時間

を大幅に

長くする

ことがで

きます。

許容され

る最大

WAN遅延
は80mで
す。

（注）

IM and Presence Serviceデータベースレプリ
ケーション

シーケンスルールと時間要件

11

シーケンスルールと時間要件

最小時間要件の見積もり



例

この項の例は、次のアップグレードシナリオに基づいています。

• UnifiedCommunicationsManagerノードとインスタントメッセージング（IM）およびPresence
ノードを含むメガクラスタ

• 75000ユーザ

•アップグレードの時間要件に影響する要因（6ページ）に記載されているように、正常
で、アップグレード用に最適化されているシステム。

シーケンスルールと時間要件

12

シーケンスルールと時間要件

例



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


